











































































































































































































































































































































































































































































































































 3  武田雅哉『楊貴妃になりたかった男たち─〈衣服の妖怪〉の文化誌─』26 ～ 27頁（講談社選書メ
チエ 2007年）。





 7  「本圖中男装三人。有因馬剪三騌認為其中第一人是虢國夫人。又有據《唐書》記載, 認為其中必有
楊國忠。或史志提及“五家扈從, 每家為一隊, 著一色衣, 五家合隊, 照耀如百花之煥發”, 小說中有
“各選用俊俏黃門引馬”語, 認為作男子裝還多是青俊俏黃門宮監。各有所見, 難得定論。…女作男裝, 
較早在宮廷中即流行, 壁畫反映明確而具體。到開元天寶間, 婦女喜作男裝, 社會上才比較普遍。圖中
虢國夫人姐妹均作男裝, 亦有可能。」沈従文編著『中国古代服飾研究 増訂本』271頁（商務印書館香
港有限公司 1981年）。なお，武田氏が参考文献として挙げているのは，1988年に南天書局から出さ
れた台湾版であるが，内容はほぼ同じであると考えられる。
 8  以下，『旧唐書』『新唐書』『資治通鑑』『太平広記』の引用は，四庫全書本による。
 9  仇兆鰲『杜詩詳註』第一冊162頁（中華書局 1979年）。
10  注2 前掲書・論文。
11  引用は，仇兆鰲『杜詩詳注』第一冊（中華書局 1979年）による。
12  楽府《楊白花歌》曰，楊花飄蕩落南家。又曰，願銜楊花入窠裏。此句亦寓諷於楊氏。
13  『中国の博物館 第3巻 遼寧省博物館』196頁（講談社 1982年），孟繁寧「《虢国夫人游春図》巻
与《麗人行図》巻弁証」（『東南文化』2006年 第6期）。
14  陳育丞「関于虢国夫人游春図中主体人物的商榷」（『文物』1963年 第4期）。
15  解耀華「析《虢国夫人游春図》─解一幅古画之謎」（『学術月刊』1994年 第1期）。
16  劉凌滄編著『唐代人物画』「二．風俗仕女画家張萱」(中国古典芸術出版社 1958年)。
17  現存的“虢国夫人游春圖”，畫中女子七人（連女孩八人）乘馬逡巡前進，前面導行的三人，兩宮女作
男裝，一女作宮鬟裝束，中間二人下方的一女傳說是畫卷的主角虢国夫人，上方是秦國夫人，後面三人，
上方做宮鬟裝束，下方做宮女男裝，中間一人面容蒼老抱一女孩，有人認為她衣著和虢国夫人一致，定
為韓國夫人，韓國居長而面容蒼老也是合乎情理的」。
18  呉同「虢国夫人游春図析」（『遼海文物学刊』1988年 第1期）。
19  楊仁愷編著『楊仁愷書画鑑定集』「《虢国夫人游春図》的初歩剖析」（河南美術出版社 1999年）。
20  張安治「虢国夫人游春図」（『文物』1961年 第12期）。
21  「古代画家对画面人物主次地位的安排是很认真的，从这一游春的行列看，最主要的角色应当是最后三
骑当中的一位。最前单行的三骑是前驱，稍后并骑的两位服装明艳，使人的注意力被吸引的渐渐集中，
最后显示出主体。主角两旁的侍从一人红衫，一人白袍，和前二人一起，正像众星捧月一样，反衬出主
角雍容、沉着的气派。从并骑的二女中有一人回头向她看，白袍的侍从也正注视着她，都引导观者的视
线集中到她的身上，说明她是主角。」
22  王伯敏『中国絵画通史』（生活・読書・新知 三聯書店 2000年）234頁に「（虢国夫人在画之中部
右下，体态自若，与她同样乘着雄健的骅骝者为韩国夫人，面侧向虢国。…其余前三人和横列后卫的三骑，
是出游时做伴的从监与侍女…。）」とある。
23  許天治「感通乎 変奏乎 描模乎─摭談「麗人行」与「虢国夫人游春図」」（『故宮文物月刊』1987
年4–10），国立故宮博物院編集委員会『文学名著与美術特展』「作品解析 七 伝宋 李公麟 画麗人
行」（国立故宮博物院 2001年）。
24  注23前掲書『文学名著与美術特展』126頁では，『麗人行』の中のどの人物が虢国夫人かというこ
とに関しては諸説あるとして，いくつかの意見を紹介しているが，それらは全て小論でも紹介した『虢
国夫人游春図』をめぐるものである。同書127頁の注6によれば，『麗人行』が『虢国夫人游春図』と
唐代における男装の流行と『虢国夫人游春図』
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出自を同じくする作品であることから，これらの諸説は『麗人行』の人物比定にも適用できるという。
つまり『虢国夫人游春図』の人物比定をめぐる論争を受けて，改めて『麗人行』の人物比定にも疑問
が持たれるようになったのであって，本来は，中央部手前の女性を虢国夫人とする意見が定論となっ
ていたと思われる。
 小論は，平成18 ～ 21年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（A）「着衣する身体と女性の
周縁化」（代表者：大阪大学教授 武田佐知子）による研究成果の一部である。
